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は
じ
め
に

近
世
の
歌
論
と
し
て
は
最
も
著
名
な
部
類
に
入
る
「
国
歌
八
論
」
の

著
者
荷
田
在
満
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
「
大
嘗
会
便
蒙
」
の
出
版
に
よ
る

受
難
の
当
事
者
と
い
う
数
奇
な
運
命
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
も
相
俟
っ
て
、

か
な
り
の
注
目
を
浴
び
続
け
て
き
た
存
在
で
あ
る
。「
国
歌
八
論
」
に
は

中
村
幸
彦
氏

（
注
１
）・

藤
平
春
男
氏

（
注
２
）の

注
釈
が
、「
大
嘗
会
便
蒙
」
に
纏
わ
る
経

緯
に
は
羽
倉
敬
尚
氏
の
考
証

（
注
３
）が

備
わ
り
、
近
年
も
神
道
・
有
職
故
実
・

和
歌
・
出
版
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
の
考
究

（
注
４
）が

積
み
重
ね
ら
れ
る
な
ど
、

途
切
れ
る
こ
と
な
く
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
続
け
て
い
る
。

後
世
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
な
く
存
在
を
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で

は
、
ま
こ
と
に
幸
福
な
人
物
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
諸
論
で
は
、
在
満
の
学
問
や
和
歌
観
を
著
述

に
即
し
て
解
明
す
る
こ
と
が
希
求
さ
れ
、
在
満
個
人
の
活
動
を
意
味
づ

け
る
こ
と
に
専
ら
力
が
注
が
れ
て
、
そ
の
線
に
沿
っ
て
多
く
の
業
績
が

生
み
出
さ
れ
た
が
、
在
満
を
同
時
代
の
他
者
と
比
較
検
討
し
、
享
保
か

ら
延
享
に
か
け
て
の
江
戸
文
壇
の
中
に
在
満
を
相
対
的
に
位
置
づ
け
る

よ
う
な
観
点
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
共
有
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
よ
う
に
思
う
。
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、「
国
歌
八
論
」
巻

末
に
宗
武
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
執
筆
し
た
こ
と
を
在
満
が
「
応
友
人

需
」
と
記
し
た

（
注
５
）の

は
周
知
の
事
実
だ
が
、
将
軍
吉
宗
の
血
を
引
く
宗
武

を
「
友
人
」
と
称
す
る
こ
と
が
当
時
の
常
識
に
照
ら
し
て
如
何
に
常
軌

を
逸
し
た
行
為
で
あ
る
か
、
同
時
代
の
幕
臣
文
化
圏
の
内
実
を
多
少
と

も
調
査
し
て
き
た
眼
に
は
何
と
も
異
様
に
映
る
。
そ
の
違
和
感
が
拭
え

な
い
か
ら
こ
そ
、
聊
か
の
解
明
を
求
め
て
、
こ
れ
ま
で
在
満
に
対
し
て

久
保
田
　
啓
　
一

江
戸
幕
臣
文
壇
と
荷
田
在
満
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ま
と
ま
っ
た
論
考
を
物
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
本
稿
執
筆

を
思
い
立
っ
た
次
第
で
あ
る
。
一
度
在
満
を
近
世
中
期
の
幕
臣
文
化
圏

の
一
員
と
し
て
客
観
的
に
評
価
し
て
み
て
は
ど
う
か
。
そ
の
作
業
を
通

じ
て
、「
大
嘗
会
便
蒙
」
か
ら
「
国
歌
八
論
」
に
至
る
在
満
の
事
績
の
背

景
を
少
し
で
も
窺
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

一

在
満
を
客
観
的
に
捉
え
る
に
は
ど
の
よ
う
な
調
査
が
求
め
ら
れ
る
の

か
。
ま
ず
、
在
満
自
身
の
著
述
で
は
な
く
、
彼
の
立
場
を
公
的
に
見
定

め
る
資
料
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
大
嘗
会
便
蒙
御
咎
顚

末
」

（
注
６
）

は
、「
大
嘗
会
便
蒙
」
に
関
す
る
在
満
の
覚
書
と
し
て
圧
倒
的
な
情

報
量
を
有
し
、
こ
の
一
件
を
詳
細
に
辿
る
こ
と
の
で
き
る
稀
有
な
資
料

な
の
だ
が
、
事
実
と
感
情
が
混
淆
す
る
本
書
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
利
用

し
て
い
る
う
ち
に
、
我
々
は
何
時
し
か
在
満
の
論
理
に
搦
め
取
ら
れ
て

し
ま
う
。
在
満
の
立
場
を
冷
静
に
見
極
め
る
に
は
、
在
満
が
仕
え
た
田

安
徳
川
家
（
以
下
、
田
安
家
）
の
公
式
記
録
『
田
藩
事
実
』
の
よ
う
な
、

事
実
に
即
し
た
記
録
で
な
け
れ
ば
用
を
な
さ
な
い
。
あ
る
い
は
、
在
満

の
著
述
の
中
か
ら
、
第
三
者
の
目
を
保
証
で
き
る
資
料
を
選
ぶ
か
で
あ

る
。特

に
『
田
藩
事
実
』
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
田
藩
文
庫
の
蔵
書
と

し
て
一
般
の
閲
覧
に
供
せ
ら
れ
る
と
い
う
画
期
的
な
状
況
が
実
現
し
た
。

早
く
土
岐
善
麿
氏
『
田
安
宗
武
』

（
注
７
）

に
引
用
さ
れ
、
在
満
の
履
歴
に
関
す

る
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
何
故
か
留
意
さ
れ
る

こ
と
少
な
く
、
辛
う
じ
て
渡
辺
守
邦
氏
が
「
文
人
荷
田
在
満
―
田
安

宗
武
と
の
論
争
に
即
し
て
―
」

（
注
８
）

で
土
岐
氏
の
記
述
を
補
訂
す
る
形
で

改
め
て
『
田
藩
事
実
』
に
言
及
し
た
の
が
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
例
で
は

な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
土
岐
氏
の
指
摘
が
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
一
番
の
理
由
は
、『
田
藩
事
実
』
の
閲
覧
が
困
難
な
状
況
が
長
く
続
い

た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
土
岐
氏
に
は
申
し
訳
な
い
こ
と
な

が
ら
、
土
岐
氏
の
指
摘
に
重
大
な
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
も
間
違
い
な
く

関
わ
っ
て
い
よ
う
。

た
と
え
ば
、『
田
安
宗
武
』
第
二
冊
「
三　

研
究
の
方
法
」
に
お
い

て
、
土
岐
氏
は
、

荷
田
在
満
が
田
安
家
に
出
仕
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
も
、
田
安
家

創
立
の
前
後
と
い
つ
て
い
い
享
保
十
六
年
閏
五
月
七
日
の
こ
と
で
、

『
田
藩
事
実
』
に
は
次
ぎ
の
や
う
に
誌
さ
れ
て
ゐ
る
。

と
し
て
、『
田
藩
事
実
』
の
「
同
月
（
享
保
十
六
年
閏
五
月
）
七
日
」
条

を
引
用
す
る
（
同
書
四
四
頁
）。
と
こ
ろ
が
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三

一
）
に
閏
五
月
は
な
い
。
国
文
学
研
究
資
料
館
で
八
七
冊
本
（
た
だ
し

第
七
七
冊
は
欠
け
て
八
六
冊
存
）
の
『
田
藩
事
実
』（
請
求
番
号　

一
五

－

一
三
〇
）
を
実
見
す
る
と
、
当
該
項
は
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
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以
上
の
土
岐
・
渡
辺
両
氏
の
業
績
を
踏
ま
え
、『
田
藩
事
実
』
そ
の
他

の
資
料
を
用
い
て
、
在
満
と
い
う
人
物
の
理
解
を
深
め
つ
つ
、
享
保
～

延
享
期
の
江
戸
と
い
う
時
と
場
に
在
満
を
置
い
て
観
察
を
行
う
こ
と
か

ら
始
め
た
い
。

二

『
田
藩
事
実
』（
一
五－

一
三
〇
）

○
巻
之
三　

享
保
十
七
年
閏
五
月
七
日
条
（
二－

四
四
）

同
月
（
閏
五
月
）
七
日
、
木
村
佐
左
衛
門
・
羽
倉
藤
之
進
、
田
安

小
十
人
格
に
被
召
出
候
〔
佐
左
衛
門
は
剣
術
仕
候
。
紀
州
西
脇
勘

左
衛
門
門
人
。
藤
之
進
は
和
学
仕
候
。
羽
倉
斎
宮
門
人
。〕

（
注
９
）

中
村
氏
が
「
享
保
末
か
元
文
初
の
頃
、
田
安
家
の
小
十
人
組
に
め
さ

れ
、
江
戸
に
定
住
し
、
好
学
の
田
安
宗
武
の
眷
顧
を
受
け
た
。」（

（注

（
注

と
推
定

し
、
羽
倉
氏
が
「
在
満
が
田
安
家
に
初
め
て
仕
え
た
年
次
、
こ
れ
を
私

は
享
保
十
七
年
と
推
定
す
る
。」（

（注

（
注

と
し
な
が
ら
月
日
の
特
定
に
は
至
ら
な

か
っ
た
召
し
出
し
が
実
は
閏
五
月
七
日
で
あ
っ
た
こ
と
を
田
安
家
が
公

的
に
認
め
た
記
録
で
あ
る
。

『
田
藩
事
実
』
巻
之
二
の
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
十
一
月
二
十
一

日
条
に
、

二
丸
え
公
方
様
被
為
成
、
御
守
両
人
御
前
え
被
為
召
、
右
衛
門
督

か
ら
十
九
年
（
一
七
三
四
）
ま
で
の
事
績
を
記
録
し
た
巻
之
三
に
含
ま

れ
る
こ
と
が
分
か
り
、
享
保
十
六
年
で
は
な
く
十
七
年
が
正
し
い
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
る
（
い
う
ま
で
も
な
く
、
享
保
十
七
年
に
は
閏
五
月
が

存
在
す
る
）。
こ
の
土
岐
氏
の
不
用
意
か
つ
致
命
的
な
誤
認
が
せ
っ
か
く

の
指
摘
の
信
憑
性
を
著
し
く
損
な
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
（
の
ち
に

第
四
冊
巻
末
の
正
誤
表
「
田
安
宗
武
第
二
冊
補
訂
」
で
訂
正
さ
れ
る
）。

さ
ら
に
、『
田
藩
事
実
』
の
在
満
関
連
記
事
を
引
用
し
な
が
ら
内
容
の
検

討
は
行
わ
れ
ず
、

致
仕
の
後
も
な
ほ
貞
観
儀
式
に
関
す
る
用
命
に
対
し
て
、
在
満
が
、

ど
う
い
ふ
態
度
を
と
つ
た
か
、
そ
れ
ら
の
こ
と
に
就
て
も
、『
田
藩

事
実
』
の
誌
す
と
こ
ろ
は
極
め
て
興
味
あ
る
資
料
で
あ
つ
て
、
且

つ
在
満
の
性
情
な
ど
も
、
頗
る
明
確
に
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
四
四
頁
）

と
述
べ
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
土
岐
氏
が
ど
の
よ
う
に
在
満
と
い
う

人
物
を
見
て
い
た
か
、
今
と
な
っ
て
は
知
る
由
も
な
く
、
土
岐
氏
の
省

筆
を
憾
む
ほ
か
は
な
い
。

渡
辺
氏
は
徳
川
宗
賢
氏
か
ら
『
田
藩
事
実
』
の
閲
覧
を
許
さ
れ
、
原

本
確
認
の
上
、
土
岐
氏
の
誤
り
を
確
認
し
て
、
そ
の
結
果
を
注
８
所
掲

論
文
の
〈
追
記
〉
に
示
し
た
が
、
こ
れ
を
追
認
す
る
形
で
『
田
藩
事
実
』

の
記
事
を
本
格
的
に
検
討
す
る
論
考
は
現
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け

『
田
藩
事
実
』
の
閲
覧
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
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様
御
前
御
人
少
に
付
、
御
淋
敷
様
に
被
思
召
候
、
何
に
而
も
御
慰

に
成
候
物
申
上
候
様
と
の
御
事
、
上
意
有
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、
身
近
に
仕
え
る
家
臣
が
少
な
く
て
宗
武
が
淋
し
い
思

い
を
し
て
い
る
と
父
の
吉
宗
は
心
配
し
て
い
た
ら
し
い
。
文
事
に
関
し

て
は
、
新
井
白
石
の
門
人
で
あ
る
土
肥
源
四
郎
元
成
（
号
新
川
・
霞
洲
）

が
漢
学
の
読
書
の
相
手
を
務
め
て
い
た
が
、
和
学
に
つ
い
て
も
適
当
な

指
導
役
を
付
け
る
必
要
を
吉
宗
は
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
直

接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
享
保
十
七
年
四
月
に
江
戸
城
中
吹
上

庭
で
吉
宗
が
開
催
し
た
曲
水
宴
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『
田
藩
事
実
』

巻
之
三
の
四
月
七
日
条
に
、

同
月
（
四
月
）
七
日
、
御
本
丸
御
庭
に
お
ゐ
て
曲
水
之
御
宴
有
之
、

御
近
習
番
土
肥
源
四
郎
、
御
用
に
付
罷
出
、
公
方
様
よ
り
海
気
島

被
下
之
。

と
あ
る
通
り
、
土
肥
は
曲
水
宴
に
参
加
し
て
詩
を
詠
じ
た
。
し
か
し
、

こ
の
催
し
で
詩
歌
を
詠
ん
だ
者
の
う
ち
田
安
家
関
係
者
は
土
肥
一
人
、

あ
と
刑
部
卿
一
橋
宗
尹
に
仕
え
る
医
師
林
牛
斎
が
辛
う
じ
て
座
を
占
め

る
他
は
、
成
島
道
筑
信
遍
、
巨
勢
大
和
守
利
啓
、
田
沼
主
殿
頭
意
行
、

小
堀
土
佐
守
政
方
、
大
島
雲
平
以
興
な
ど
、
吉
宗
側
近
の
好
学
の
幕
臣

ば
か
り
で
あ
っ
た（

（注

（
注

。
特
に
、
成
島
・
巨
勢
・
田
沼
・
小
堀
・
大
島
ら
が

い
ず
れ
も
吉
宗
の
命
で
冷
泉
家
に
入
門
し
、
江
戸
冷
泉
門
の
中
心
的
地

位
を
固
め
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
土
肥
を
通
じ
て
宗
武
に
も
伝
わ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
吉
宗
が
曲
水
宴
と
い
う
古
式
の
復
興
を
通
し
て
文
化
面
の

発
信
力
を
強
化
す
る
様
を
見
て
、
宗
武
も
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
高
め
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
土
肥
が
担
う
漢
学
と
対
を
な
す

よ
う
に
和
学
者
採
用
を
模
索
し
た
結
果
が
在
満
の
任
用
に
つ
な
が
っ
た

と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
在
満
は
あ
く
ま
で
も
「
小
十
人
格
」
と
し
て
召
し
出
さ
れ
た

の
で
あ
っ
て
、
田
安
家
の
小
十
人
組
の
武
士
と
し
て
禄
を
食
む
立
場
に

は
な
か
っ
た
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
巻
之
三　

享
保
十
七
年
十
一
月
二
十
日
条
（
二－

四
四
）

十
一
月
二
十
日
、
羽
倉
藤
之
進
、
京
都
妻
子
引
取
候
に
付
、
御
暇

願
之
儀
申
出
ル
。
右
に
付
、
大
島
雲
平
申
聞
候
は
、
御
本
丸
御
用
、

右
序
に
為
相
達
可
申
候
間
、
半
年
或
は
一
年
も
掛
り
可
申
旨
、
内

意
申
聞
候
。
同
廿
四
日
、
藤
之
進
京
都
え
之
御
暇
願
之
通
被
下
之
。

ま
ず
、
土
岐
氏
の
引
用
で
は
「
右
序
に
為
相
可
達
申
」
と
あ
る
と
こ

ろ
が
、
原
本
で
は
「
右
序
に
為
相
達
可
申
」
と
な
っ
て
い
る
。「
御
本
丸

御
用
」
を
京
都
に
帰
る
つ
い
で
に
や
ら
せ
よ
う
と
の
趣
意
だ
か
ら
、
土

岐
氏
の
引
用
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
（
こ
れ
も
第
四
冊
巻
末
の
正
誤
表

で
訂
正
）。

在
満
は
田
安
家
に
召
し
出
さ
れ
て
漸
く
江
戸
で
の
安
定
し
た
生
活
に

目
処
が
立
っ
た
と
判
断
し
た
ら
し
く
、
京
か
ら
妻
子
を
呼
び
寄
せ
よ
う
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と
「
御
暇
願
」
を
提
出
し
、
認
め
ら
れ
た
。
御
小
納
戸
の
大
島
雲
平
以

興
か
ら
伝
え
ら
れ
た
「
御
本
丸
御
用
」、
即
ち
吉
宗
が
在
満
に
期
待
す
る

業
務
と
は
、
次
に
掲
げ
る
「
有
徳
院
殿
御
実
紀
附
録
」
巻
十
に
見
え
る
、

上
方
の
社
寺
の
古
典
籍
調
査
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。

ま
た
岩
橋
七
郎
某
、
並
河
五
一
郎
永
崇
、
羽
倉
藤
之
進
在
満
、
茶

屋
宗
有
某
、
仁
木
省
二
充
長
、
榊
原
源
八
某
な
ど
は
、
も
と
よ
り

処
士
の
身
な
れ
ば
、
常
に
京
奈
良
の
辺
を
経
歴
し
て
、
石
清
水
、

鞍
馬
、
加
茂
、
吉
野
等
の
諸
寺
諸
社
の
旧
蔵
ど
も
を
、
た
づ
ね
い

だ
し
て
ま
い
ら
せ
た
り
。（『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

徳
川
実
紀
』

第
九
篇
二
四
一
頁
）

在
満
の
よ
う
な
、
上
方
の
人
脈
を
豊
富
に
有
し
古
典
籍
に
造
詣
の
深

い
人
物
は
、
吉
宗
の
文
化
統
御
に
資
す
る
と
こ
ろ
甚
だ
大
き
い
存
在
と

し
て
映
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
在
満
と
と
も
に
名
前
の
並
ぶ

仁
木
充
長
は
、
在
満
以
上
に
自
由
の
利
く
江
戸
住
の
処
士
で
、
江
戸
冷

泉
派
最
古
参
の
門
人
と
し
て
尽
力
し
て
い
る（

（注

（
注

。
在
満
が
冷
泉
派
の
和
歌

に
関
心
を
寄
せ
た
形
跡
は
な
く
、
充
長
や
成
島
信
遍
と
は
、
役
割
に
お

い
て
、
い
わ
ば
棲
み
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
と
見
て
も
よ
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

三

○
巻
之
五　

元
文
三
年（
一
七
三
八
）十
月
二
十
六
日
条（
二－

四
五
）

同
月
（
十
月
）
二
十
六
日
、
羽
倉
藤
之
進
儀
、
御
本
丸
御
用
に
而

京
都
え
被
遣
候
に
付
、
明
後
廿
八
日
致
出
立
候
様
、
於
御
本
丸
新

部
屋
、
御
側
衆
申
渡
之
。
尤
拝
領
物
有
之
。

こ
の
年
十
一
月
に
行
わ
れ
る
大
嘗
会
の
拝
見
の
た
め
、
十
月
二
十
八

日
に
出
立
す
る
よ
う
に
御
側
衆
か
ら
指
示
を
受
け
た
旨
の
文
面
で
あ
る
。

こ
の
前
後
の
動
向
は
「
大
嘗
会
便
蒙
御
咎
顚
末
」
に
詳
述
さ
れ
、
羽
倉

氏
を
始
め
諸
氏
が
時
間
の
経
過
に
沿
っ
て
経
緯
を
辿
っ
て
い
る（

（注

（
注

の
で
、

こ
こ
で
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
が
、
八
月
二
日
と
十
月
十
八
日
頃
に

大
島
か
ら
呼
び
出
さ
れ
て
大
嘗
会
拝
見
の
た
め
の
上
京
を
指
示
さ
れ
た

こ
と
、
十
月
二
十
六
日
に
明
後
日
の
出
発
を
伝
え
た
の
が
御
側
衆
の
加

納
遠
江
守
久
通
・
小
笠
原
石
見
守
政
登
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
本
項

の
関
連
情
報
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
日
の
御
側
衆
と
の
対
面
の
後
、
在
満
は
折
し
も
江
戸
に
滞
在
中

の
荷
田
信
名
に
子
細
を
伝
え
、
信
名
は
「
在
江
戸
日
記
」
中
に
「
在
満

秀
才
之
面
目
不
可
過
之
、
親
族
挙
而
恐
悦
歓
躍
仕
也
。」（

（注

（
注

と
記
し
て
手
放

し
で
喜
ん
だ
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
大
役
を
請
け
負
っ
た
在
満
の
昂
揚

ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
し
て
の
感
慨
で
あ
っ
た
ろ
う
。
馴
染
み
の
な
い
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江
戸
に
肩
を
寄
せ
合
っ
て
暮
ら
し
て
き
た
一
族
の
喜
び
よ
う
が
行
間
に

滲
み
出
て
い
る
。
翌
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
十
一
月
二
十
二
日
に
は

岡
部
三
四
（
賀
茂
真
淵
）
が
来
訪
し
て
「
大
嘗
会
便
蒙
」
の
版
下
書
き

に
協
力
し
、
十
二
月
二
十
一
日
に
は
在
満
宅
で
「
家
内
挙
而
便
蒙
書
仕

立
に
内
掛
居
」（

（注

（
注

た
り
と
、
信
名
の
目
に
映
る
在
満
一
家
と
そ
の
周
囲
の

張
り
切
っ
た
様
子
は
微
笑
ま
し
い
ほ
ど
で
あ
る
。

大
嘗
会
拝
見
に
関
わ
る
業
務
は
、
あ
く
ま
で
も
「
御
本
丸
御
用
」
で

あ
り
、
吉
宗
の
意
向
を
伝
え
る
の
は
大
島
・
加
納
と
い
っ
た
側
近
達
の

任
務
で
あ
る
。
す
で
に
享
保
末
頃
か
ら
在
満
は
『
儀
式
』
の
研
究
に
従

事
し
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
に
は
岡
村
良
通
（
林
笠
翁
）
が
『
儀

式
徴
』
の
一
覧
を
願
う
相
手
と
し
て
成
島
信
遍
と
と
も
に
在
満
を
選
ん

で
い
る（

（注

（
注

な
ど
、
彼
が
古
式
・
古
典
籍
の
研
究
者
と
し
て
幕
府
の
中
枢
か

ら
も
認
め
ら
れ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
大
嘗
会
拝
見
は
田
安
家
に

仕
え
る
者
と
し
て
の
業
務
で
は
な
い
か
ら
、『
田
藩
事
実
』
の
記
述
は

素
っ
気
な
い
ほ
ど
に
簡
略
だ
っ
た
が
、
む
し
ろ
吉
宗
直
々
の
指
名
を
受

け
て
の
任
務
遂
行
は
殊
更
に
晴
れ
が
ま
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
に
「
大
嘗
会
便
蒙
」
に
よ
る
御
咎
め
は
不
本
意
の
極
み
で
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。

四

○
巻
之
六　

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
七
月
十
八
日
条

同
月
（
七
月
）
十
八
日
、
附
札
に
而
左
近
将
監
相
渡
候
書
付

高
百
俵
五
人
扶
持　
　

田
安
小
十
人
格　

羽
倉
藤
之
進　

子
三
十

九
歳

右
藤
之
進
儀
、
先
年
従
御
本
丸
御
用
被
仰
付
、
享
保
十
七
子
年
、

田
安
小
十
人
格
御
抱
入
罷
成
、
御
用
被
仰
付
候
処
、
去
亥
十
一
月
、

足
痛
歩
行
難
仕
、
久
々
引
込
罷
在
、
当
月
八
ヶ
月
に
罷
成
候
。
色
々

養
生
仕
候
得
共
、
早
速
本
復
可
仕
躰
無
御
座
候
。
依
之
御
切
米
御

扶
持
方
差
上
申
度
旨
奉
願
候
段
、
御
物
頭
御
目
付
兼
役
之
者
申
出

候
に
付
、
遂
吟
味
候
処
、
相
違
無
御
座
候
。
右
之
通
奉
伺
候
。
以

上
。子

七
月　
　
　
　

加
藤
甲
斐
守

　
　
　
　

建
部
民
部
少
輔

御
附
札

痛
所
有
之
候
得
共
、
在
宅
に
而
之
御
用
は
何
分
に
も
可
相
勤
由
之

旨
、
被
申
聞
候
。
御
本
丸
御
用
も
有
之
者
之
儀
候
間
、
唯
今
迄
之

通
其
儘
御
切
米
御
扶
持
方
被
下
候
様
可
被
致
候
。

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
の
「
大
嘗
会
便
蒙
」
に
よ
る
御
咎
め
、
寛
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保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
「
国
歌
八
論
」
呈
上
の
い
ず
れ
も
関
わ
り
な

い
か
の
よ
う
に
、『
田
藩
事
実
』
の
在
満
関
連
記
事
は
延
享
元
年
の
在
満

の
処
遇
に
纏
わ
る
件
に
一
挙
に
飛
ぶ
。
田
安
家
の
守
役
加
藤
甲
斐
守
納

泰
と
建
部
民
部
少
輔
広
充（

（注

（
注

に
よ
る
「
子
七
月
」
付
の
伺
い
と
、
七
月
十

八
日
付
で
老
中
松
平
左
近
将
監
乗
邑
が
提
示
し
た
「
御
附
札
」
が
語
る
、

在
満
の
置
か
れ
た
状
況
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

先
年
、
将
軍
吉
宗
か
ら
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
、
享
保
十
七
年
に
田
安
家

に
小
十
人
格
で
仕
え
る
こ
と
と
な
り
、
御
用
を
務
め
た
が
、
寛
保
三
年

（
一
七
四
三
）
十
一
月
に
足
を
痛
め
て
歩
行
困
難
と
な
り
、
八
ヶ
月
も
の

間
引
き
籠
っ
て
い
た
。
色
々
と
養
生
し
た
が
、
回
復
の
見
込
み
は
な
い
。

こ
れ
に
よ
り
、
御
切
米
御
扶
持
を
返
上
し
た
い
旨
、
在
満
の
意
思
を
受

け
て
物
頭
・
目
付
兼
役
の
者
が
申
し
出
た
の
で
、
吟
味
を
し
た
結
果
、

相
違
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
上
を
加
藤
・
建
部
の
連
名
で
報
告
し
、

指
示
を
請
う
。
こ
れ
に
対
し
松
平
乗
邑
は
、
傷
む
と
こ
ろ
が
あ
る
に
し

て
も
在
宅
勤
務
で
対
応
で
き
る
だ
ろ
う
し
、「
御
本
丸
御
用
」
も
あ
る
身

な
の
で
、
今
ま
で
通
り
切
米
も
扶
持
も
下
さ
れ
て
よ
ろ
し
い
の
で
は
と

答
え
た
。

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
同
じ
頃
に
、
御
書
物
奉
行
深
見
新
兵
衛
に

対
し
、
在
満
が
「
弘
仁
式
」
と
い
う
書
物
の
鑑
定
結
果
を
詳
し
く
述
べ

た
と
い
う
事
実
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
幕
府
書
物
方
日
記
』
の
延
享

元
年
七
月
十
日
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

先
日
申
談
候
弘
仁
式
之
儀
、
偽
書
に
而
候
段
、
羽
倉
東
之
進
委
細

申
聞
候
間
、
持
主
え
返
シ
申
候
。
右
に
付
、
東
之
進
弁
偽
之
訳
書

付
候
一
冊
、
其
外
始
末
之
儀
一
袋
に
い
た
し
、
右
号
に
入
置
候
間
、

追
々
御
一
見
可
被
成
候（

（注

（
注

。

こ
の
文
面
か
ら
は
、
在
満
が
御
書
物
方
で
深
見
と
面
会
し
、「
弘
仁

式
」
が
偽
書
で
あ
る
旨
を
縷
々
述
べ
立
て
た
結
果
、
深
見
は
当
該
書
を

持
ち
主
に
返
却
し
た
と
読
み
取
れ
る
。
あ
く
ま
で
も
持
ち
主
に
返
し
た

の
が
こ
の
日
で
あ
り
、
在
満
が
深
見
と
面
談
し
た
の
も
同
日
だ
っ
た
か

ど
う
か
は
厳
密
に
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
八
ヶ
月
も
の
間
足
の
痛

み
に
耐
え
か
ね
て
致
仕
し
よ
う
と
す
る
身
が
、
紅
葉
山
の
御
文
庫
ま
で

出
向
い
て
学
術
上
の
知
見
を
述
べ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
の
思
い
を
禁
じ

得
な
い
。
体
調
不
良
を
理
由
に
任
務
を
怠
る
の
は
江
戸
時
代
に
は
普
遍

的
に
見
ら
れ
る
光
景
で
あ
る
。
在
満
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
も
同
様
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
の
は
、
在
満
に
失
礼
だ
ろ
う
か
。
も
し

そ
れ
が
在
満
の
真
意
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
出

来
事
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
田
安
家
に
仕
え
て
幕
府
の
御
用

を
も
務
め
る
こ
と
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
在
満
の
心

境
に
寄
り
添
う
必
要
を
感
じ
る
。

翌
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
な
る
と
、
在
満
は
徐
々
に
平
静
を
保

て
な
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
七
月
二
十
一
日
の

言
動
は
、
将
軍
吉
宗
の
退
隠
を
間
近
に
控
え
た
奥
勤
め
の
面
々
を
困
惑
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さ
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

○
巻
之
七　

延
享
二
年（

（注

（
注

七
月
二
十
一
日
条
（
二－

四
五
）

同
月
（
七
月
）
二
十
一
日
、
小
堀
土
佐
守
、
民
部
少
輔
え
申
聞
候
。

此
度
羽
倉
藤
之
進
え
貞
観
儀
式
御
用
被
仰
付
候
処
、
藤
之
進
申
聞

候
は
、
此
間
は
痛
所
快
方
に
罷
在
候
、
気
分
も
快
御
座
候
間
、
御

用
之
儀
、
何
分
奉
畏
候
得
共
、
右
清
書
仕
差
上
候
儀
、
一
分
に
而

は
出
来
兼
候
段
、
申
上
候
に
付
、
右
門
弟
、
大
御
番
之
悴
〔
宮
重

千
之
助
〕
相
手
に
可
仕
候
、
此
段
大
御
番
頭
え
申
渡
候
由
、
并
御

書
物
拝
借
被
仰
付
候
、
大
事
等
之
節
は
近
所
町
火
消
欠
附
候
様
、

町
奉
行
え
申
渡
置
候
由
御
座
候
。
且
又
藤
之
進
も
、
思
召
等
も
不

宜
者
之
儀
を
土
佐
守
推
挙
仕
、
御
用
被
仰
付
候
様
に
、
此
御
方
様

思
召
之
程
、
迷
惑
仕
候
。
尤
藤
之
進
か
た
く
な
成
者
之
段
は
言
上

仕
置
候
得
共
、
当
時
和
学
仕
候
者
無
御
座
候
。
依
之
上
よ
り
御
用

被
仰
付
候
儀
に
御
座
候
。
土
佐
守
取
持
候
筋
に
は
無
御
座
候
段
、

御
序
に
此
御
方
様
入
御
聴
申
度
旨
、
土
佐
守
申
聞
候
。

同
日
藤
之
進
よ
り
此
御
方
御
目
付
え
届
書

昨
朝
御
届
申
上
候
通
、
昨
夕
小
堀
土
佐
守
殿
宅
え
駕
籠
に
而
罷
越

候
処
、
御
本
丸
御
用
之
儀
、
一
昨
日
申
上
候
通
に
而
被
仰
付
候
に

付
、
御
請
申
上
候
。
考
手
伝
并
筆
者
、
宮
重
千
之
助
え
番
頭
水
谷

出
羽
守
殿
を
以
被
仰
付
候
筈
、
御
書
物
拝
借
、
出
火
之
節
町
火
消

欠
付
、
町
奉
行
衆
よ
り
被
申
渡
候
筈
に
御
座
候
。
其
外
は
一
昨
日

申
上
候
通
故
、
不
申
上
候
。
此
度
之
御
用
之
儀
に
付
、
私
面
談
之

儀
は
先
ヅ
は
昨
日
に
而
相
済
可
申
候
。
此
上
は
書
通
又
は
悴
被
召

候
儀
に
候
。
若
難
叶
儀
に
而
私
被
召
候
儀
も
可
有
之
候
。
其
節
は

尤
御
届
可
申
上
候
。
以
上
。

七
月
廿
一
日

小
堀
は
小
性
と
し
て
吉
宗
の
側
近
く
に
仕
え
、
大
島
と
と
も
に
吉
宗

と
在
満
の
連
絡
役
を
担
っ
て
い
た
。
そ
の
小
堀
が
田
安
家
の
守
役
建
部

民
部
少
輔
に
伝
え
た
内
容
は
凡
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
度

在
満
に
貞
観
儀
式
に
関
す
る
御
用
を
吉
宗
公
が
仰
せ
付
け
ら
れ
た
が
、

在
満
は
、「
最
近
は
足
の
痛
み
も
快
方
に
向
か
い
、
気
分
も
よ
く
な
っ
て

い
る
。
仰
せ
付
け
ら
れ
た
貞
観
儀
式
に
関
す
る
業
務
は
、
申
し
訳
な
い

こ
と
な
が
ら
一
人
で
は
清
書
は
で
き
な
い
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、
門
弟

の
宮
重
千
之
助
の
助
け
を
借
り
て
行
い
た
い
旨
を
申
し
立
て
、
貴
重
な

『
貞
観
儀
式
』
を
借
り
る
以
上
は
火
事
の
際
は
町
火
消
が
駆
け
付
け
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
と
の
要
求
を
す
る
の
で
、
そ
の
通
り
に
し
た
。
好
ま

し
く
な
い
人
物
を
小
堀
が
吉
宗
公
に
推
挙
し
て
本
丸
の
業
務
を
任
せ
た

と
宗
武
公
が
思
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
、
在
満
も
苦
に
し
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
在
満
が
頑
な
な
性
格
で
あ
る
こ
と
は
申
し
上
げ
て
お
い
た
が
、

今
、
和
学
を
や
っ
て
い
る
者
は
他
に
い
な
い
。
よ
っ
て
吉
宗
公
か
ら
御

用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。
小
堀
が
仲
介
し
た
わ
け
で
は
な
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い
こ
と
を
つ
い
で
に
宗
武
公
に
申
し
上
げ
た
い
と
、
小
堀
は
い
っ
た
。

続
い
て
在
満
が
田
安
家
の
目
付
に
出
し
た
届
書
が
あ
り
、
宮
重
に
業

務
を
手
伝
わ
せ
る
こ
と
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
町
火
消
の
出
動
を

町
奉
行
か
ら
指
示
さ
れ
る
は
ず
の
こ
と
、
さ
ら
に
指
示
を
受
け
る
際
は

書
面
で
行
う
か
「
悴
」
宛
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
そ
れ
が
難
し
け
れ
ば

自
分
が
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
な
ど
を
確
認
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

宮
重
千
之
助
信
義
は
大
番
組
の
信
武
の
嫡
男
で
、
翌
延
享
三
年
（
一

七
四
六
）
三
月
二
十
八
日
に
『
貞
観
儀
式
』
編
集
に
従
事
し
た
褒
美
と

し
て
白
銀
十
枚
を
賜
る
こ
と
と
な
る（

（注

（
注

。
次
に
掲
げ
る
条
を
見
れ
ば
、
在

満
・
長
次
郎
父
子
と
同
日
の
褒
賞
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

○
巻
之
八　

延
享
三
年
三
月
二
十
八
日
条
（
二－

四
五
）

同
月
（
三
月
）
二
十
八
日
、
能
登
守
相
渡
候
御
書
付

金
拾
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
倉
藤
之
進

去
年
七
月
被
仰
付
候
貞
観
儀
式
考
并
頭
書
等
出
来
差
上
候
に
付
、

為
御
褒
美
被
下
之
。

金
三
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
之
進
悴　

羽
倉
長
次
郎

右
、
御
書
物
相
認
候
に
付
、
為
御
褒
美
被
下
之
。

右
之
通
可
被
申
渡
候
。

在
満
の
要
求
通
り
に
宮
重
を
加
え
て
業
務
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
判

明
す
る
の
で
、
在
満
と
小
堀
の
遣
り
取
り
は
実
際
に
行
わ
れ
た
と
考
え

て
よ
い
。
門
弟
の
宮
重
を
助
手
に
し
た
い
と
の
要
求
は
、
作
業
効
率
か

ら
い
っ
て
も
ま
ず
は
妥
当
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、『
貞
観
儀

式
』
を
焼
失
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
町
火
消
の
出
動
を
求
め
た
り
、

自
ら
直
接
交
渉
の
場
に
臨
む
こ
と
を
忌
避
す
る
の
は
、
ど
う
考
え
て
も

ま
と
も
な
要
求
と
は
い
え
な
い
。
在
満
は
万
一
の
焼
失
の
責
任
を
負
わ

さ
れ
る
こ
と
を
病
的
な
ま
で
に
排
除
し
よ
う
と
し
た
。
一
種
の
被
害
妄

想
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
と
見
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
こ
に
至
っ
て
、
宗
武
も
、
吉
宗
と
の
仲
介
を
担
う
小
堀
も
、
在
満

の
「
か
た
く
な
」
な
性
格
に
ほ
と
ほ
と
手
を
焼
い
て
い
る
こ
と
が
明
瞭

に
窺
え
る
。
小
堀
の
口
に
す
る
、
自
分
が
仲
介
し
た
訳
で
は
な
い
と
の

愚
痴
は
、
膠
着
状
態
と
な
っ
た
在
満
と
の
関
係
を
如
何
と
も
し
が
た
い

状
況
の
も
と
に
漏
ら
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
小
堀
が
云
い
た

い
の
は
、
こ
う
い
う
状
況
を
も
た
ら
し
た
の
は
自
分
の
責
任
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
御
本
丸
御
用
」
の
伝
達
を
主
に

担
っ
た
大
島
の
責
任
で
あ
る
と
の
思
い
が
見
え
て
く
る
。

大
島
が
吉
宗
か
ら
の
指
示
を
在
満
に
伝
え
る
重
要
な
役
目
を
負
っ
て

い
た
の
は
こ
れ
ま
で
見
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、「
大
嘗
会
便
蒙
」
出
版

の
件
に
つ
い
て
、
当
該
書
の
献
呈
を
受
け
た
に
も
拘
ら
ず
そ
れ
を
否
定

す
る
手
紙
を
送
付
し
て
来
た
こ
と
な
ど
が
「
大
嘗
会
便
蒙
御
咎
顚
末
」

に
詳
細
に
記
録
さ
れ
る
の
を
見
る
と
、
在
満
の
目
に
は
、
大
島
が
在
満



― 235 ―

を
庇
う
こ
と
を
せ
ず
、
責
任
逃
れ
に
終
始
し
て
い
る
と
映
っ
た
の
は
確

か
で
あ
ろ
う
。
信
頼
す
る
幕
府
高
官
が
い
ざ
と
な
る
と
責
任
逃
れ
の
た

め
に
言
を
左
右
し
、
最
終
的
に
は
在
満
の
手
続
き
の
不
備
を
指
弾
す
る

側
に
回
る
様
を
見
て
、
在
満
の
心
の
ど
こ
か
が
壊
れ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

五

延
享
三
年
五
月
十
六
日
、
在
満
は
田
安
家
を
辞
し
た
。

○
巻
之
八　

延
享
三
年
五
月
十
六
日
条
（
二－
四
五
）

同
月
（
五
月
）
十
六
日
、
羽
倉
藤
之
進
儀
、
願
之
通
御
暇
被
下
之
。

右
御
暇
之
儀
、
先
達
而
加
納
遠
江
守
御
守
え
申
聞
候
は
、
藤
之
進

西
丸
よ
り
御
用
被
仰
付
候
処
、
色
々
不
取
〆
り
之
儀
共
申
出
、
不

埒
成
事
共
に
付
、
其
趣
大
御
所
様
入
御
聞
、
此
御
方
様
御
暇
被
下

候
様
に
と
の
御
事
に
而
、
御
暇
被
仰
付
候
。

こ
こ
に
い
う
「
西
丸
」
は
前
年
退
隠
し
た
吉
宗
の
居
所
、「
大
御
所

様
」
は
吉
宗
を
指
す
。
吉
宗
か
ら
の
「
御
用
」
は
『
貞
観
儀
式
』
の
こ

と
で
、
在
満
の
申
し
立
て
は
「
不
取
〆
り
之
儀
」「
不
埒
成
事
」
と
さ

れ
、
吉
宗
の
耳
に
も
入
っ
て
、
宗
武
に
在
満
の
「
御
暇
」
を
命
じ
さ
せ

た
と
い
う
。
吉
宗
も
宗
武
も
、
何
か
と
面
倒
を
起
こ
す
在
満
を
こ
れ
以

上
手
元
に
置
く
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

谷
垣
守
が
在
満
に
「
官
家
論
」
を
除
く
「
国
歌
八
論
」
の
謄
写
を
許

さ
れ
奥
書
を
記
し
た
の
は
七
月
十
九
日
で
あ
り
、
八
月
一
日
に
は
「
官

家
論
」
を
写
し
終
え
て
い
る（

（注

（
注

。
在
満
は
、
田
安
家
と
の
縁
を
切
っ
た
と

考
え
、
己
の
学
問
的
立
場
を
堅
持
す
る
以
上
、
宗
武
へ
の
敬
意
な
ど
必

要
な
い
と
垣
守
に
語
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
自
己
の
学
問
に
強
烈
な
自
負

を
持
つ
在
満
の
発
言
と
し
て
は
当
た
り
前
か
も
し
れ
な
い
が
、
田
安
家

を
追
い
出
さ
れ
た
と
自
認
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
在
満
の
、
一
種
の
捨
て

鉢
な
強
が
り
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
確
た
る
身
分
の
保
証
の
な

い
学
者
が
公
的
な
場
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
在
満
に
と
っ
て
の
大
島
・

小
堀
の
よ
う
な
上
司
と
の
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切

で
あ
る
の
に
、
在
満
に
は
そ
の
点
で
配
慮
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
っ

た
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、
先
に
述
べ
た
処
士
の
仁
木
充
長
が
御
蔵
奉
行

高
井
真
政
と
十
分
な
人
間
関
係
を
有
し
、
冷
泉
家
の
典
籍
調
査
に
便
宜

を
図
っ
て
も
ら
え
た
と
推
測
さ
れ
る（

（注

（
注

の
と
は
、
あ
ま
り
に
も
対
照
的
で

あ
る
。

「
大
嘗
会
便
蒙
」
の
一
件
で
在
満
の
大
島
に
対
す
る
不
信
感
は
極
ま
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
大
島
が
冷
泉
家
に
和
歌
を
学
ぶ
幕
臣
歌
人
で
あ
っ

た
か
ら
、
在
満
の
中
で
大
島
個
人
へ
の
恨
み
が
吉
宗
側
近
の
形
成
す
る

幕
臣
文
壇
へ
の
反
感
と
し
て
拡
大
一
般
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
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お
わ
り
に

も
し
、
在
満
の
内
面
が
以
上
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
と
し
て
、「
国
歌

八
論
」
の
読
み
は
ど
う
な
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
純

粋
に
歌
論
史
上
の
成
果
と
し
て
、
あ
る
い
は
和
学
者
在
満
の
学
術
上
の

問
題
意
識
の
反
映
と
し
て
読
み
評
価
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
。
在
満
と
い
う
人
物
は
、
享
保
か
ら
延
享
へ
と
続
い
た

吉
宗
政
権
の
文
化
政
策
や
多
彩
な
幕
臣
文
壇
の
人
々
と
無
縁
で
は
決
し

て
な
い
。
常
に
同
時
代
の
状
況
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
、「
国
歌
八
論
」
に

込
め
ら
れ
た
在
満
の
思
い
を
汲
み
上
げ
る
作
業
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

本
稿
で
は
「
大
嘗
会
便
蒙
」
か
ら
「
国
歌
八
論
」
に
至
る
在
満
の
人

物
像
を
ど
う
見
る
か
に
終
始
し
た
。
い
ず
れ
別
稿
で
「
国
歌
八
論
」
の

自
分
な
り
の
読
み
を
改
め
て
模
索
し
た
い
。

注

注
１	

中
村
幸
彦
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

近
世
文
学
論
集
』（
岩
波
書

店
、
一
九
六
六
年
）
所
収
「
国
歌
八
論
」。

注
２	

藤
平
春
男
氏
他
校
注
・
訳
『
日
本
古
典
文
学
全
集　

歌
論
集
』（
小
学
館
、

一
九
七
五
年
）
所
収
「
国
歌
八
論
」。
な
お
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

歌
論
集
』
が
二
〇
〇
二
年
に
刊
行
さ
れ
る
。

注
３	

羽
倉
敬
尚
氏
「
荷
田
在
満
の
著
『
大
嘗
会
便
蒙
』
に
因
る
奇
禍
」（
鈴
木

淳
氏
編
『
近
世
学
芸
論
考
―
羽
倉
敬
尚
論
文
集
―
』〈
明
治
書
院
、
一

九
九
二
年
六
月
〉
所
収
。
初
出
は
『
朱
』
一
六
、
一
九
七
四
年
一
月
）。

注
４	

古
相
正
美
氏
「
荷
田
在
満
『
大
嘗
会
便
蒙
』
御
咎
め
一
件
」（『
神
道
宗
教
』

一
四
〇
・
一
四
一
号
、
一
九
九
〇
年
十
月
）、
下
村
徹
氏
「
荷
田
在
満
論

―
そ
の
有
職
故
実
研
究
と
歌
論
と
を
貫
流
す
る
思
想
基
盤
に
つ
い
て

―
」（『
藝
林
』
四
五
巻
二
号
、
一
九
九
六
年
五
月
）、
茂
木
貞
純
氏
「
大

嘗
祭
再
興
史
と
祭
祀
研
究
」（『
国
学
院
雑
誌
』
一
〇
七
巻
一
一
号
、
二
〇

〇
六
年
十
一
月
）、
城
﨑
陽
子
氏
「
国
学
と
和
歌
―
『
国
歌
八
論
』
論
争

の
時
空
―
」（
田
尻
祐
一
郎
氏
他
『
東
海
大
学
文
学
部
叢
書　

文
学
研
究

の
思
想　

儒
学
、
神
道
そ
し
て
国
学
』、
東
海
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四

年
五
月
）、
山
本
秀
樹
氏
「
江
戸
時
代
前
期
の
江
戸
に
お
け
る
町
奉
行
所

出
版
許
可
制
の
存
在
に
つ
い
て
―
荷
田
在
満
の
『
大
嘗
会
便
蒙
』
に
よ

る
奇
禍
を
通
じ
て
―
」（『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
六
四
号
、
二
〇
一

五
年
十
二
月
）
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

注
５	

注
１
所
掲
書
の
「
解
説
」
参
照
。

注
６	

官
幣
大
社
稲
荷
神
社
編
纂
『
荷
田
全
集
』
第
七
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

三
一
年
十
二
月
）
所
収
。

注
７	

日
本
評
論
社
か
ら
、
第
一
冊
は
一
九
四
二
年
四
月
、
第
二
冊
は
一
九
四
三

年
五
月
、
第
三
冊
は
一
九
四
五
年
三
月
、
第
四
冊
は
一
九
四
六
年
八
月
に

刊
行
さ
れ
た
。

注
８	

『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
五
一
号
、
一
九
六
七
年
三
月
。

注
９	

以
下
、
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
統
一
し
、「
ニ
」

「
ハ
」
な
ど
を
「
に
」「
は
」
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
・
濁
点
を
付
し
、
割

書
は
〔　

〕
に
入
れ
、
私
に
加
え
る
注
は
（　

）
の
中
に
入
れ
る
な
ど
の

処
置
を
施
し
た
。
ま
た
、
当
該
項
が
土
岐
氏
『
田
安
宗
武
』
に
引
用
さ
れ

る
場
合
は
、
冊
数
と
頁
数
を
（
二－

四
四
）
の
よ
う
に
示
す
。

注
10	

注
１
所
掲
書
一
一
頁
。
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注
11	

注
３
所
掲
書
一
八
四
頁
。

注
12	
こ
の
折
の
曲
水
宴
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
六
）
―

享
保
十
四
年
～
二
十
年
―
」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
五
六
巻
特
輯

号
一
、
一
九
九
六
年
十
二
月
）
に
お
い
て
考
証
を
加
え
て
い
る
。
ご
参
照

頂
き
た
い
。

注
13	

拙
稿
「
風
客
仁
木
充
長
―
出
生
よ
り
享
保
十
年
ま
で
」（
浅
田
徹
氏
他
編

『
和
歌
史
の
中
世
か
ら
近
世
へ
』〈
花
鳥
社
、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
〉
所

収
）、
同
「
風
客
仁
木
充
長
（
二
）
―
享
保
六
年
項
追
補
―
」（『
国
文

学
攷
』
二
四
七
号
、
二
〇
二
〇
年
九
月
）
参
照
。

注
14	

注
３
の
羽
倉
氏
稿
、
注
４
の
古
相
氏
稿
、
茂
木
氏
稿
な
ど
に
述
べ
ら
れ
る
。

注
15	

注
６
所
掲
書
「
凡
例
」
所
引
。
二
頁
。

注
16	

注
15
に
同
じ
。
三
頁
。

注
17	

松
野
陽
一
氏
「
林
笠
翁
伝
考
」（『
東
北
大
学
教
養
部
紀
要
』
四
五
号
、
一

九
八
六
年
十
二
月
。
同
氏
『
東
都
武
家
雅
文
壇
考
』〈
臨
川
書
店
、
二
〇

一
二
年
〉
に
収
録
）、
拙
稿
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
八
）」（『
広
島
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
六
五
巻
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）、
同
「
成
島

信
遍
年
譜
稿
（
十
）」（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
六
八
巻
、

二
〇
〇
八
年
十
二
月
）
参
照
。

注
18	

加
藤
に
つ
い
て
は
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
巻
七
七
五
（『
新
訂
寛
政
重
修

諸
家
譜
』
第
十
三
、
二
四
頁
）、
建
部
に
つ
い
て
は
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」

巻
四
〇
四
（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
七
、
七
九
頁
）
参
照
。

注
19	

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
近
世
史
料　

幕
府
書
物
方
日
記
』
十

八
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）
八
〇
頁
。

注
20	

第
二
冊
四
五
頁
で
は
「
延
京
三
年
」
と
す
る
が
、
第
四
冊
の
正
誤
表
で

「
延
享
二
年
」
に
修
正
す
る
。

注
21	

「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
巻
一
〇
六
〇
（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
六
、

三
〇
三
頁
）。

注
22	

注
５
に
同
じ
。

注
23	

注
13
に
同
じ
。

［
付
記
］
本
稿
は
、
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（
Ｃ
）「
成
島
信
遍
研
究
―
幕
臣
文
人
の
事
績
を
通
し
て
見
る
近
世
中
期

江
戸
文
壇
の
特
徴
―
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
く
ぼ
た　

け
い
い
ち
・
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
教
授
）




